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 評価できる点 
AMRのアウトブレイクを早期に検出する方法を確立するために、国内約

1000病院のデータをWHONETを用いて解析した結果、院内の薬剤耐性菌の
サーベイランスに寄与する新しい疫学評価システムを開発したことは評価でき

る。 
 
 疑問点、改善すべき点 
日米間の研究協力がソフトウェアの提供のみに留まらず、国内の解析結果

が、アメリカでの医療環境に適用して比較を行うことを期待する。また、将来

の実践的医療現場での応用に向けて、医療現場のニーズを反映させた研究の継

続が望まれる。 
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